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個室ユニット
推進協ニュース

１
日
目
（
11
月
24
日
）

開
会
式

佐
藤
真
弥
実
行
委
員
長
が
開
会
を
宣
言
。
田

中
政
春
大
会
長
は
「
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
や

地
域
づ
く
り
、
介
護
人
材
確
保
な
ど
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
講
演
や
分
科
会
、
実
践
報
告
で

研
鑽
を
深
め
る
機
会
に
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

米
山
隆
一
新
潟
県
知
事
と
篠
田
昭
新
潟
市
長
の

挨
拶
文
が
代
読
さ
れ
た
あ
と
、
新
潟
県
社
会
福

祉
協
議
会
の
竹
内
希
六
会
長
と
新
潟
県
老
人
福

祉
施
設
協
議
会
の
市
井
栄
吉
会
長
が
来
賓
と
し

て
挨
拶
し
た
。

赤
枝
会
長
は
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

推
進
議
員
連
盟（
石

原
伸
晃
会
長
）
と

の
意
見
交
換
会
な

ど
活
動
状
況
を
説

明
し
、
国
な
ど
に

「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
の
経
営
の
健

全
化
」
の
実
現
な
ど
を
働
き
掛
け
る
意
向
を
示

し
た
。活

動
報
告

井
手
明
利
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

事
業
推
進
室
長
は
、

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
実
地
研
修
施
設
が
25
施
設
ま
で
拡
大
し
た

が
、
今
後
、
施
設
管
理
者
を
含
め
た
施
設
ぐ
る

み
の
研
修
が
求
め
ら
れ
て
い
る
─
な
ど
と
指
摘

し
、
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

基
調
講
演　

厚
生
労
働
省
老

健
局
の
佐
藤
守
孝
高

齢
者
支
援
課
長
が

「
介
護
保
険
を
と
り

ま
く
現
状
と
介
護
保
険
制
度
改
革
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

の
焦
点
と
し
て
「
現
役
並
み
所
得
者
の
３
割
自

己
負
担
」や「
総
報
酬
割
の
導
入
」な
ど
を
挙
げ
、

12
月
中
に
意
見
書
を
取
り
ま
と
め
る
見
通
し
を

示
し
た
。
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
や
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
の
評
価
な
ど
は
介
護
給
付
費
分
科

会
で
議
論
す
る
」
と
説
明
し
た
。

記
念
講
演　

「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」
な
ど
で

知
ら
れ
る
漫
画
家
の
岡
野
雄
一
氏
が
講
演
し
、

実
体
験
を
交
え
て
親
子
の
ふ
れ
合
い
に
つ
い
て

語
っ
た
＝
別
項
に
講
演
要
旨
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
ト
キ
め
く
介
護
を

創
造
す
る
」。
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
町
永

俊
雄
氏
が
座
長
、
岡
野
雄
一
氏
が
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
を
務
め
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
助
教
の
武

田
真
理
子
氏
、
新
潟
県
介
護
福
祉
士
会
の
宮
崎

則
男
会
長
、
元
気
村
関
東
福
祉
専
門
学
校
の
尾

島
朱
美
校
長
の
３
人
が
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て

介
護
職
の
魅
力
や
離
職
問
題
に
つ
い
て
議
論
し

た
。

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

か
ら
「
介
護
の
魅

力
は
自
分
自
身
が

魅
力
的
に
な
る
努

力
か
ら
始
ま
る
」

（
武
田
氏
）、「
自

分
か
ら
価
値
を
高

め
、
熱
を
伝
え
よ

う
」（
宮
崎
氏
）、

「（
要
介
護
者
の
）

尊
厳
を
保
持
し
な

が
ら
自
立
を
実
現

し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
」（
尾
島
氏
）

な
ど
の
提
言
が
あ

り
、
町
永
座
長
は

「
高
齢
者
の
問
題

は
将
来
の
日
本
の

問
題
だ
と
皆
さ
ん

か
ら
発
信
し
て
ほ

し
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

２
日
目
（
11
月
25
日
）

分
科
会

４
会
場
で
分
科
会
が
開
か
れ
、
座
長
に
よ
る

講
演
や
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ

（
座
長
名
、
敬
称
略
）
は
以
下
の
通
り
＝
２
面
に

各
分
科
会
の
講
演
要
旨
な
ど
を
掲
載
。

◇
第
１
分
科
会
「
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
に

つ
い
て
」（
杢
野
暉
尚
推
進
協
副
会
長
）

◇
第
２
分
科
会
「
個
別
ケ
ア
に
焦
点
を
あ
て

た
環
境
支
援
実
践
に
つ
い
て
」（
児
玉
桂
子
日

本
社
会
事
業
大
学
名
誉
教
授
）

◇
第
３
分
科
会
「
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
」

（
秋
津
克
巳
・
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
施
設
長
）

◇
第
４
分
科
会
「
業
務
効
率
化
に
つ
い
て

（
I
C
T
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
）」（
藤
村

二
朗
久
住
会
理
事
長
）

特
別
講
演

落
語
家
の
柳
家
さ
ん
八
氏
が
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
～
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
～
」

を
演
題
に
講
演
し
た
＝
別
項
。

閉
会
式

田
中
大
会
長
が
閉
会
挨
拶
し
、
次
回
（
第

11
回
全
国
研
修
大
会
in
岐
阜
）
大
会
長
を
務
め

る
岐
阜
支
部
の
安
江
紀
子
氏
（
幸
紀
会
理
事

長
）
へ
推
進
協
旗
を
手
渡
し
た
。
安
江
理
事
は

「
来
年
は
（
織
田
）
信
長
の
岐
阜
城
命
名
か
ら

４
５
０
年
に
当
た
り
、
街
を
挙
げ
て
皆
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

栗
野
裕
治
・
総
務
企
画
広
報
委
員
長
が
大
会

宣
言
＝
別
項
＝
を
読
み
上
げ
、
最
後
に
佐
藤
実

行
委
員
長
が
閉
会
を
宣
言
し
た
。

　
　
　1 面　第 10 回全国研修大会 in 新潟 2016
　2 面　研修大会４分科会
　　　　介護保険委員会、総務企画広報委員会
　　　   研修委員会、支部長会、 理事会
　　　　支部便り【沖縄支部】
　　　　新規入会施設のご紹介
　3 面　施設紹介 【さつまの里】千葉県
　   　　よくわかる個人情報　後編
　   　　取組紹介【天空の杜】福岡県
　   　　取組紹介【梅光園】福岡県
　4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　   ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　　　   職員の健康を考える
　　　　【用語解説】認知症の日常生活自立度
　　　　　　　　　　 電解次亜水
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個
室
ユ
ニ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
質
の
向
上
を

組
織
を
挙
げ
て
課
題
解
決
へ

第
10
回
全
国
研
修
大
会
in
新
潟
２
０
１
６

記
念
講
演

「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
と
の
日
々
」（
要
旨
）

　
　
　
　
　
　
　

漫
画
家　

岡
野
雄
一
氏

「
生
き
と
け
ば
、
ど
げ

ん
か
、
な
る
と
や
け
ん
」

は
91
歳
で
亡
く
な
っ
た
母

の
言
葉
で
す
。
母
の
人
生

そ
の
も
の
で
し
た
。（
お

酒
の
勢
い
で
）
包
丁
を

持
っ
た
父
に
追
い
掛
け
ら
れ
た
母
を
私
と
弟
で

か
ば
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
こ
の
ま
ま

で
は
だ
め
に
な
る
」
と
20
歳
で
上
京
し
、
漫
画

雑
誌
の
編
集
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

40
歳
の
時
、「
や
り
直
し
た
い
」
と
長
崎
に

戻
り
ま
し
た
。
お
酒
を
や
め
た
父
は
「
い
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
」
に
な
り
、
間
も
な
く
亡
く
な
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
ん
な
に
し
っ
か
り
し

た
母
に
認
知
症
の
症
状
が
出
始
め
、
施
設
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
裸
足
で
バ
ス
停
に
い
た
母
が
見
つ

か
り
、迎
え
に
行
く
と
、「
父
ち
ゃ
ん
が
お
る
！
」

と
叫
び
ま
し
た
。
良
き
時
代
の
父
の
姿
が
見
え

た
よ
う
で
す
。
話
せ
な
く
な
っ
て
も
、
時
々

「
ア
ッ
」「
イ
ッ
」
と
声
を
上
げ
、
ス
タ
ッ
フ
を

喜
ば
せ
る
こ
と
も
。
か
け
が
え
の
な
い
日
々
。

そ
ん
な
母
の
姿
を
漫
画
に
し
て
自
費
出
版
し
た

こ
と
が
今
日
の
私
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
生
き
る
こ
と
の
大
切

さ
。
今
で
も
母
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。

お
か
の
・
ゆ
う
い
ち　

66
歳
。
長
崎
市
在
住
。

認
知
症
の
母
と
の
暮
ら
し
を
描
い
た
漫
画
「
ペ

コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」
で
第
42
回
日
本

漫
画
家
協
会
優
秀
賞
を
受
賞
。
同
名
の
映
画
が

第
87
回
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
ワ
ン
に
選
ば
れ

た
。
近
著
「
ペ
コ
ロ
ス
の
い
つ
か
母
ち
ゃ
ん
に

あ
り
が
と
う
」。

特
別
講
演

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
～
住
み
よ
い
ま
ち
に

　
　
　
　
　
　

す
る
た
め
に
～
」（
要
旨
）

　
　
　
　
　
　

落
語
家　

柳
家
さ
ん
八
氏

お
袋
は
こ
と
し
95

歳
。
親
父
が
死
ん
だ

あ
と
、
東
京
の
集
合

住
宅
で
一
緒
に
暮
ら

し
た
の
で
す
が
、
介

護
の
ス
ト
レ
ス
か
、

か
み
さ
ん
が
逝
っ
て
し
ま
っ
て
…
。
私
１
人
で

は
と
て
も
面
倒
見
切
れ
な
い
の
で
、
妹
に
「
ど

う
だ
い
」
と
言
っ
た
ら
、「
亭
主
が
ダ
メ
だ
っ

て
」。弟夫

婦
と
同
居
し
た
も
の
の
、「
こ
の
ま
ま

で
は
離
婚
に
な
る
」
と
根
を
上
げ
、
施
設
を
探

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
要
介
護
３
以
上
で

な
い
と
な
か
な
か
入
れ
な
い
。
お
袋
は
男
の
訪

問
調
査
員
が
来
た
ら
、（
事
前
の
打
ち
合
わ
せ

を
忘
れ
て
）「
立
て
ま
す
」「
歩
け
ま
す
」
と
答

え
た
り
し
て
…
。
主
治
医
に
頼
み
込
ん
で
「
３
」

と
判
定
さ
れ
、
入
れ
ま
し
た
。

介
護
は
大
切
な
仕
事
で
す
か
ら
（
国
は
）
報

酬
を
考
え
て
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
私
は

72
歳
の″
中
期
高
齢
者
〟。
80
歳
以
上
の″
末
期

高
齢
者
〟
ま
で
あ
と
少
し
。
本
名
を
「
し
み
ず
・

そ
う
き
ち
」
と
言
い
ま
す
。
安
心
し
て
あ
の
世

に
行
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
な
ぞ
か
け
を
1
つ
。「
皆
さ
ん
の
研

修
大
会
と
か
け
て
野
球
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
解

く
」。
そ
の
心
は
「
懸
命
に
ホ
ー
ム
を
守
っ
て

い
ま
す
」。

や
な
ぎ
や
・
さ
ん
ぱ
ち　

落
語
家
。
本
名
は

清
水
聰
吉
。
東
京
生
ま
れ
。
落
語
協
会
監
事
。

５
代
目
柳
家
小
さ
ん
に
入
門
。
田
中
角
栄
ら
の

物
真
似
で
人
気
を
呼
ぶ
。
古
典
落
語
や
世
相
を

風
刺
す
る
講
演
で
全
国
を
巡
演
。
著
作
に
「
実

録
噺
・
東
京
大
空
襲
夜
話
」「
は
っ
つ
ぁ
ん
の

落
語
一
代
記　

噺
家
の
来
た
道
、
日
本
の
来
た

道
」（
共
著
）。

【大会宣言】
全国個室ユニット型施設推進協議会は個室ユニッ
ト型施設の健全なる発展を推進し、高齢者福祉の
増進に寄与してまいります。科学的に裏付けられ
た質の高いサービスとケアの提供を目的とし、以
下の活動を組織的に行ってまいります。

１．インセンティブの働く介護報酬の制度化
２．ロボット・ＩＣТの活用

平成 28 年 11 月 25 日
第 10 回全国研修大会  in 新潟 2016

約 500 人が参加した開会式

赤枝会長　　　　田中大会長

井手室長

次回大会長の安江氏に
推進協旗を手渡す田中大会長

佐藤課長

岡野氏と町永座長 写真左から武田氏、宮崎氏、尾島氏

　
「
ま
ち
」、「
ひ
と
」、「
ケ
ア
」
で
結
ぶ
地
域
づ
く
り
─
。
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
、
11
月
24
と
25
日
の
両
日
、
新

潟
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
で
第
10
回
全
国
研
修
大
会
in
新
潟

２
０
１
６
を
開
催
し
た
。
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
な
ど
を
求
め
る
社
会
福
祉

法
人
改
正
や
介
護
給
付
の
重
点
化
を
柱
と
す
る
介
護
保
険
制
度
見
直
し
な
ど
介
護
保

険
施
設
の
経
営
環
境
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
約
５
０
０
人
の
参
加
者
は

講
演
や
分
科
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
施
設
の
さ
ら
な
る
質
の

向
上
や
社
会
貢
献
な
ど
に
努
め
る
一
方
、
介
護
保
険
制
度
や
介
護
報
酬
体
系
の
課
題

の
解
決
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。
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設
が
自
施
設
で
の
取
り

組
み
を
発
表
し
た
。
①

笠
原
聡
子
氏（
サ
ク
ラ
ー

レ
福
住
・
総
括
主
任
生

活
相
談
員
）
②
秋
山
俊

太
朗
氏
（
し
ょ
う
じ
ゅ

の
里
三
保
・
介
護
職
員
）

③
北
原
由
美
氏
（
し
ょ
う
じ
ゅ
美
浜
・
施
設
長
）

④
齋
藤
圭
氏
（
こ
ろ
ぼ
っ
く
る
・
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
）
⑤
佐
々
木
理
孝
氏
（
あ
さ
く
ら
苑
・
生

活
相
談
員
）

各
発
表
を
受
け
て
秋
津
氏
は
「
パ
ー
ソ
ン

セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
、
利
用
者
本
位
が
本
来
の
ケ

ア
の
あ
る
べ
き
姿
だ
が
、
職
員
中
心
の
ケ
ア
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
認
知
症
の
方
に
時

間
を
ゆ
っ
く
り
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
パ
ー

ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
に
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が

重
要
だ
。
ま
た
、
入
居
者
だ
け
で
な
く
家
族
、

地
域
住
民
を
理
解
し
、
支
援
を
続
け
て
い
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

（２）

よ
く
わ
か
る
個
人
情
報
後
編

第
４
分
科
会

「
業
務
効
率
化
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
）」

藤
村
二
朗
氏
（
福
岡

県
・
久
住
会
・
理
事
長
）

が
座
長
を
務
め
、
企
業

2
社
が
開
発
商
品
の
概

要
を
説
明
し
た
。
介
護

職
員
の
負
担
軽
減
に
取

り
組
ん
で
い
る
3
施
設

が
発
表
を
行
っ
た
。

【
開
発
商
品
の
概
要
説
明
】

①
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
株
式
会
社
の
小
笹
恵
美
氏

が
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
効
果
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
腰
に
装
着
し
て
腰
部
に
か
か
る

負
荷
を
低
減
す
る
介
護
支
援
用
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｈ
Ａ

Ｌ
」
の
効
果
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

②
株
式
会
社
富
士
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
山
梨
敦

也
氏
が
「
介
護
施
設
に
お
け
る
I
C
T
の
あ
る

べ
き
姿
と
業
務
省
力
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
記

録
を
電
子
化
す
る
こ
と
で
手
書
き
の
よ
う
に
転
記

す
る
作
業
が
無
く
な
り
、
作
業
の
効
率
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

【
事
例
発
表
者
】

①
羽
田
憲
司
氏
（
第
二
グ
レ
イ
ス
フ
ル
春
日
井
・

介
護
福
祉
士
）
②
北
川
努
氏
（
梅
光
園
・
看
介
護

課
長
）
③
梅
﨑
貴
士
氏
（
天
寿
荘
・
介
護
課
長
）

第
２
分
科
会

「
個
別
ケ
ア
に
焦
点
を
あ
て
た　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

環
境
支
援
実
践
に
つ
い
て
」

児
玉
桂
子
氏
（
日
本

社
会
事
業
大
学
・
名
誉

教
授
）
が
環
境
支
援
の

必
要
性
、″
認
知
症
ケ
ア

環
境
指
針
P
E
A
P
に

も
と
づ
く
環
境
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
〟
と
そ
の
展

開
方
法
、
入
居
者
の
環
境
支
援
の
幅
広
い
効
果

に
つ
い
て
講
義
し
た
。

児
玉
氏
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
施
設
の

環
境
と
ケ
ア
を
見
直
し
た
こ
と
で
、
A
さ
ん

（
90
代
後
半
の
女
性
、
要
介
護
度
４
、
認
知
症

高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ
ｂ
）
の
変
化
を

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
説
明
し
た
。

Ａ
さ
ん
が
居
室
を
自
分
の
部
屋
だ
と
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
や
、
慣
れ
親
し
ん
だ
洋
服
ダ
ン
ス

を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
で
Ａ
さ
ん
自
身
で
服
を
選

び
、
お
し
ゃ
れ
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
「
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
型
施
設
で
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
環
境

支
援
が
で
き
る
可
能
性
が
大
き
い
」と
語
っ
た
。

そ
の
後
、
5
施
設
が
自
施
設
で
の
取
り
組

み
を
発
表
し
た
。
①
杉
山
嘉
隆
氏
（
燦
燦
・
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
）
②
織
田
俊
宏
氏
（
ニ
ュ
ー

バ
ー
ド
・
介
護
主
任
）
③
斉
藤
健
一
氏
（
グ
レ

イ
ス
フ
ル
塩
尻
・
介
護
長
）
④
野
口
美
佐
子
氏

（
ソ
ル
メ
ゾ
ン
・
介
護
福
祉
士
）
⑤
田
宮
亘
氏
（
風

の
笛
・
作
業
療
法
士
）

第
１
分
科
会

「
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
に
つ
い
て
」

座
長
の
杢
野
暉
尚
氏

（
サ
ン
・
ラ
イ
フ
、
サ

ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
理
事
長
）

が
愛
知
県
内
な
ど
で
展

開
し
て
い
る
自
施
設
の

整
備
や
経
営
の
状
況
な

ど
を
説
明
し
た
後
、
次

回
の
介
護
報
酬
改
定
や
改
正
社
会
福
祉
法
施
行

（
29
年
４
月
）
を
前
に
、
法
人
と
し
て
の
対
応

や
経
営
手
法
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

杢
野
氏
は
、
介
護
施
設
の
経
営
に
つ
い
て

「
空
き
ベ
ッ
ド
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
経
営
は
成
り
立
た
く
な
る
」「
高
齢
者
人

口
の
推
移
を
考
え
れ
ば
、
建
て
替
え
は
（
西
暦
）

２
０
３
０
年
ま
で
に
、
60
年
ま
で
に
は
全
額
償

還
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」「
介
護
人
材
確
保

の
１
つ
と
し
て
（
自
施
設
で
も
）
外
国
人
技
能

実
習
生
の
受
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
」
な
と
ど

述
べ
た
。

ま
た
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
「
消
費

税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
再
延
期
さ
れ
る
な

ど
社
会
保
障
費
の
財
源
確
保
が
厳
し
く
、
マ
イ

ナ
ス
改
定
は
避
け
ら
れ
な
い
」「
国
は
保
険
料

の
（
さ
ら
な
る
）
引
き
上
げ
や
自
己
負
担
３
割

を
検
討
す
る
だ
ろ
う
」「
１
ユ
ニ
ッ
ト
の
定
員
を

20
人
に
し
て
も
介
護
の
質
は
悪
化
す
る
こ
と
は

な
く
、
理
想
論
だ
け
で
は
生
き
残
れ
な
い
」「
要

介
護
度
を
改
善
し
た
施
設
を
報
酬
で
評
価
す
る

仕
組
み
が
必
要
だ
」
な
ど
と
持
論
を
展
開
し
た
。

社
会
福
祉
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
配
布
資
料

の
中
で
「
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
（
評

議
会
の
権
限
拡
大
、
会
計
監
査
人
設
置
な
ど
）

や
財
務
規
律
の
強
化
（
適
正
か
つ
公
平
な
支
出

管
理
、
内
部
留
保
の
明
確
化
な
ど
）
が
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
と
指
摘
し
た
。

第
３
分
科
会

「
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
」

秋
津
克
巳
氏
（
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
・
施

設
長
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
5
施

講
演
や
事
例
報
告
に
高
い
関
心

研
修
大
会
４
分
科
会

　
11
月
25
日
、
全
国
研
修
大
会
in
新
潟
２
０
１
６
の
分
科
会
が
開
か
れ
、
４
会
場
で

講
演
や
事
例
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。テ
ー
マ
は「
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
に
つ
い
て
」

（
第
１
分
科
会
）、「
個
別
ケ
ア
に
焦
点
を
あ
て
た
環
境
支
援
実
践
に
つ
い
て
」（
第
２
）、

「
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
」（
第
３
）、「
業
務
効
率
化
に
つ
い
て（
Ｉ
Т
Ｃ
や
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
の
活
用
）」（
第
４
）。
い
ず
れ
も
介
護
の
事
業
や
実
践
に
深
く
関
わ
る
課
題
で
高
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

28
年
11
月
21
日
、
沖
縄
支
部
（
上
里
絹
代

支
部
長
）
は
東
雲
の
丘
（
施
設
長
・
石
島 

薫
）

の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
で
28
年
度
第
2
回
沖
縄
支
部
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
修
会
を
開
催
し
、
７
施
設
39
名
が
参

加
し
た
。

「
運
営
計
画
書
か
ら
学
ぶ
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
上
里
支
部
長
（
東
雲
の
丘
・
統
括
本
部
長
）

が
講
義
し
、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、　
「
運
営
計
画
準
備

シ
ー
ト
」
を
用
い
て
、
自
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
運
営
に
関
す
る
現
状
を
評
価
し
た
。

ま
た
、
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
施

設
で
ど
う
活
か
す
か
、
計
画
内
容
や
実
施
事
項

な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
し
合
い
、
悩
み
を

共
有
し
た
。 支

部
便
り

沖
縄
支
部

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
開
催

グループワーク

各
施
設
が
最
も
取
り
組
み
た
い
項
目
は
『
施

設
の
理
念
に
つ
い
て
職
員
の
理
解
が
深
ま
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
』
で
全
体
の
66
％

を
占
め
た
。「
施
設
内
研
修
を
行
っ
て
は
い
る

も
の
の
、
入
居
者
の
生
活
支
援
に
活
か
す
と
こ

ろ
ま
で
理
念
を
深
く
掘
り
下
げ
て
理
解
で
き
て

い
な
い
」、「
多
職
種
間
で
の
共
有
や
繋
が
り
が

希
薄
で
全
職
員
へ
の
周
知
が
徹
底
で
き
て
い
な

い
」
と
い
う
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
。

沖
縄
支
部
で
は
、
今
後
、
個
別
ケ
ア
の
支

援
を
各
施
設
で
推
進
で
き
る
よ
う
に
、
研
修
資

料
や
具
体
的
な
育
成
法
等
を
連
携
し
共
有
す
る

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
予
定
だ
。

上里氏の講義風景

介
護
保
険
委
員
会

11
月
23
日
、
介
護
保
険
委
員
会
（
藤
村
二
朗

委
員
長
）
は
社
会
福
祉
法
改
正
施
行
や
介
護
保

険
制
度
改
正
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
①
社
会

福
祉
法
改
正
施
行
へ
の
対
応
②
推
進
協
経
営
実

態
調
査
の
方
針
③
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
対
応

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

赤
枝
会
長
は
「
推
進
協
の
要
望
事
項
（
個
室

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
の
人
員
配
置
基
準
見
直
し
な

ど
）
を
早
急
に
ま
と
め
て
与
党
や
厚
労
省
な
ど

関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
制
度
改
正
や
報
酬
改

定
に
生
か
し
た
い
」
と
要
望
を
取
り
ま
と
め
る

意
向
を
示
し
た
。
経
営
実
態
調
査
は
介
護
報
酬

改
定
に
合
わ
せ
て
３
年
ご
と
に
実
施
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

研
修
委
員
会

11
月
24
日
、
研
修
委
員
会
（
江
澤
和
彦
委
員

長
）
は
、
今
年
度
の
研
修
内
容
の
振
り
返
り
と

今
後
の
研
修
に
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。江

澤
委
員
長
は
「
各
委
員
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
、
3
月
に
研
修
委
員
会
主
催
の
研
修
を

開
催
し
た
い
」
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
研

修
を
展
開
す
る
意
向
を
示
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
開
催
日
時
、
場
所
な
ど
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
委
員
長
と
事
務
局
で
詰
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

28
年
度
第
２
回
支
部
長
会

11
月
23
日
、
平
成
28
年
度
第
2
回
支
部
長

会
（
田
伏
清
支
部
長
会
代
表
）
が
開
か
れ
、
新

支
部
長
就
任
案
な
ど
を
承
認
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】
新
支
部
長
就
任
に
つ
い
て

（
案
）【
第
２
号
議
案
】
支
部
会
規
則
（
案
）
に

つ
い
て
【
第
３
号
議
案
】
全
国
研
修
大
会
規
程

（
案
）
に
つ
い
て
【
第
４
号
議
案
】
社
会
福
祉

法
人
改
革
【
第
5
号
議
案
】
人
事
情
報
の
意
見

交
換
【
第
6
号
議
案
】
大
阪
・
全
国
支
部
長
会

で
の
意
見
交
換
内
容
の
進
捗
【
第
7
号
議
案
】

会
員
拡
大
の
現
状
【
第
8
号
議
案
】
そ
の
他

28
年
度
第
２
回
理
事
会

11
月
24
日
、
全
国
研
修
大
会
in
新
潟

２
０
１
６
の
開
会
前
、
28
年
度
第
２
回
理
事
会

が
開
か
れ
、
個
別
ケ
ア
勉
強
会
（
仮
称
）
発
足

の
承
認
を
求
め
る
第
１
号
議
案
な
ど
４
議
案
を

承
認
し
た
。
ま
た
事
務
局
か
ら
28
年
度
事
業
報

告
な
ど
８
件
が
報
告
さ
れ
た
。
承
認
さ
れ
た
議

案
は
以
下
の
通
り
。

【
第
1
号
議
案
】
個
別
ケ
ア
勉
強
会
（
仮
称
）

の
補
足
に
つ
い
て　

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
や
個
別
ケ

総
務
企
画
広
報
委
員
会

11
月
23
日
、
総
務
企
画
・
広
報
委
員
会
（
栗

野
裕
治
委
員
長
）
は
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
の
在
り
方

な
ど
を
論
議
す
る
個
別
ケ
ア
勉
強
会
（
仮
称
）

を
設
置
す
る
第
1
号
議
案
な
ど
5
議
案
を
承
認

し
た
。

議
案
と
主
な
意
見
は
次
の
通
り
。【
第
1
号

議
案
・
個
別
ケ
ア
勉
強
会
（
仮
称
）
の
発
足
に

つ
い
て
】
承
認
。（
意
見
）
第
1
回
の
会
合
時

に
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

ほ
う
が
良
い
。【
第
2
号
議
案
・
定
款
並
び
に

諸
規
則
の
変
更
に
つ
い
て
】
承
認
。【
第
3
号

議
案
・
賛
助
会
員
に
つ
い
て
】
賛
助
会
員
に
関

す
る
意
見
を
収
集
す
る
に
と
ど
ま
る
。（
意
見
）

対
象
と
な
る
企
業
等
に
ど
う
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

を
求
め
る
か
の
情
報
収
集
が
必
要
。
賛
助
会
員

の
役
割
に
つ
い
て
協
議
が
必
要
。【
第
4
号
議

案
・
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
】
承
認
。【
第
5

号
議
案
・
そ
の
他
】
大
会
宣
言
に
つ
い
て

第 1 分科会

第２分科会

第３分科会第４分科会

新
規
入
会
施
設
の
ご
紹
介

<

平
成
28
年
11
月
14
日
入
会>

支
部
名　
山
梨
支
部

法
人
名　
社
会
福
祉
法
人 

芳
寿
会

法
人
代
表
者　
理
事
長　
功く

ぬ
ぎ刀 

融
と
お
る

施
設
名　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

真
心
の
里

施
設
代
表
者　
施
設
長　
上
杉 

達
夫

住
所   

〒
４
０
２
ー
０
０
５
２

　
山
梨
県
都
留
市
中
央
１
ー
１
ー
16

電
話　
０
５
５
４
（
５
６
）
８
６
０
１

第
1
号
議
案
で
は
、
山
梨
県
支
部
長
に

功く
ぬ
ぎ
と
お
る

刀
融
氏
、
広
島
県
支
部
長
に
山
田
忠
義
氏
、

大
分
県
支
部
長
に
柿
本
貴
之
氏
の
就
任
が
承
認

さ
れ
、
理
事
会
に
上
程
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
の
考
え
方
を
確
立
し
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
介

護
職
の
専
門
性
を
高
め
る
。
座
長
に
中
村
秀
一
・

医
療
介
護
福
祉
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長

が
就
任
予
定
。
年
２
、３
回
の
開
催
（
予
定
）。

【
第
２
号
議
案
】
次
年
度
以
降
の
全
国
研
修

大
会
開
催
地
に
つ
い
て　

30
年
度
は
沖
縄
県
を

予
定
。（
29
年
度
は
岐
阜
県
）。

【
第
３
号
議
案
】
役
員
の
選
任
に
つ
い
て　

◇
理
事
、山
梨
県
支
部
長
（
新
任
）・
功
刀
融
（
芳

寿
会
理
事
長
）
◇
理
事
、大
分
県
支
部
長
（
同
）・

柿
本
貴
之
（
暘
谷
福
祉
会
常
務
理
事
）
◇
広
島

県
支
部
長
（
同
）
山
田
忠
義
（
か
き
つ
ば
た
福

祉
会
理
事
長
）
＝
敬
称
略
、
３
名
と
も
11
月
28

日
付
。

【
第
４
号
議
案
】
諸
規
程
の
改
定
に
つ
い
て

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
取
得
の
た
め
定
款
や

会
則
な
ど
を
改
定
す
る
。
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【
地
域
と
施
設
の
紹
介
】

さ
つ
ま
の
里
は
平
成
26
年
6
月

に
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
佐
津
間
の
地

に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
市
内
に

は
4
線
の
鉄
道
が
通
っ
て
お
り
、

交
通
の
便
が
大
変
良
く
、
都
心
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
梨
の
産
地
と

し
て
も
名
高
く
、
毎
年
、
市
内
の

各
福
祉
施
設
に
は
梨
業
組
合
様
よ

り
寄
贈
が
あ
り
ま
す
。

当
施
設
は
鎌
ケ
谷
市
の
北
端
、

柏
市
と
の
市
境
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
立
地
に
あ
る
こ
と
か

ら
ご
利
用
者
は
市
内
の
み
な
ら

ず
、
柏
市
、
松
戸
市
、
船
橋
市
な

ど
近
隣
市
か
ら
も
大
勢
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
看
取
り
ケ
ア
は
特
養
の
使
命
】

巷
間
、
終
末
期
の
あ
り
方
に
つ

い
て
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
自
身
の

最
期
に
つ
い
て
自
身
で
決
定
す
る

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

施
設
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
を

選
択
さ
れ
た
方
に
対
し
、
生
活
の

場
で
生
活
者
と
し
て
の
最
期
を
保

証
し
て
い
く
こ
と
は
高
齢
者
の
尊

厳
を
守
る
観
点
か
ら
も
、
大
切
な

こ
と
と
考
え
ま
す
。

施
設
で
は
後
述
す
る
ケ
ー
ス

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
で
知
り
得
た

内
容
を
も
と
に
、
そ
の
人
ら
し
さ

を
大
切
に
し
た
看
取
り
ケ
ア
を
行

い
、
看
取
り
後
は
施
設
内
で
お
別

れ
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
別
れ

会
で
は
、
居
室
担
当
の
職
員
が
お

別
れ
の
手
紙
を
読
み
ま
す
が
、
時

に
は
涙
、
涙
の
お
別
れ
会
と
な
り

ま
す
。

【
家
族
を
交
え
た

　

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
】

個
別
ケ
ア
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
何
よ
り
も
、
そ
の
人
自
身
を

″
知
る
〟
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

ケ
ア
方
針
は
、
他
職
種
連
携
の

下
、
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で

決
定
し
ま
す
が
、
ご
家
族
に
も
参

加
い
た
だ
け
る
機
会
を
作
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

在
宅
生
活
者
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
で
は
普
通
の
こ
と
で
す
が
、
施

設
入
居
者
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で

の
ご
家
族
の
参
加
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
入
居
者
自
身
が
意
思
表
示
を

す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
ま
ま

あ
る
中
、ご
入
居
者
の
生
い
立
ち
・

人
と
な
り
を
は
じ
め
、
ご
家
族
の

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
は
と
て
も

意
義
深
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ご

入
居
者
を
中
心
に
ご
家
族
と
職
員

が
想
い
一
つ
に
ケ
ア
に
当
た
る
。

今
後
も
こ
の
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
地
域
と
共
に
歩
む
】

今
年
は
10
月
23
日
に
施
設
行
事

と
し
て″
さ
つ
ま
つ
り
〟（
さ
つ
ま

の
里
と
秋
祭
り
の
造
語
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
方
も
大

勢
お
越
し
く
だ
さ
り
、
と
て
も
賑

わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
が
業
務
の
合
間
を

縫
っ
て
練
習
し
た「
ソ
ー
ラ
ン
節
」

を
披
露
し
、
ア
ン
コ
ー
ル
が
起
き

る
ほ
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
叫
ば
れ
、
特
養
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
を
意
識
し
た
運
営
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
中
、
よ

り
開
か
れ
た
施
設
運
営
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
各
種
学
校
か
ら
の
実
習

生
の
積
極
的
な
受
入
れ
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
実
施
等

の
機
会
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
地

域
貢
献
が
で
き
れ
ば
と
考
え
ま

す
。

【
ご
利
用
者
の
想
い
を
大
切
に
】

さ
つ
ま
の
里
で
は
ご
利
用
者
の

ニ
ー
ド
だ
け
で
な
く「
～
し
た
い
」

と
い
う
想
い
を
大
切
に
し
た
支
援

を
心
が
け
て
い
ま
す
。「
お
寿
司

を
食
べ
た
い
」「
初
詣
に
行
き
た

い
」「
家
族
に
会
い
た
い
」
と
い
っ

た
何
気
な
い
一
言
を
汲
み
取
り
実

行
に
移
し
ま
す
。

結
果
と
し
て
外
出
す
る
機
会

が
大
変
多
い
で
す
。
写
真
は
、
ご

入
居
者
と
職
員
が
両
国
国
技
館
に

相
撲
観
戦
に
行
っ
た
際
の
も
の
で

す
。

【
清
水
道
徳
施
設
長
か
ら
】

昨
今
、
高
齢
者
虐
待
、
介
護
人

材
の
不
足
と
い
っ
た
介
護
業
界
に

と
っ
て
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ

せ
る
話
題
が
マ
ス
コ
ミ
に
て
事
欠

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
来
、
介

護
の
仕
事
は
、
自
立
支
援
を
通
し

た
高
齢
者
の
尊
厳
保
持
を
目
的
と

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ

の
上
な
く
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。
働
く
職
員
が
少

し
で
も
や
り
が
い
を
感
じ
、
前
向

き
に
仕
事
の
で
き
る
職
場
環
境
を

整
え
て
い
け
た
ら
と
感
じ
る
日
々

で
す
。

（3）

千葉県

〒 273-0136　千葉県鎌ケ谷市佐津間９８９番地１　TEL: 047-401-1500 　FAX: 047-443-7300 
【定員】特養 70 名、ショート 30 名、デイ　30 名 、居宅介護支援事業所を併設

～ 入居者の「～したい」という想いを大切にした支援を心がけて～

社会福祉法人 高嶺福祉会
特別養護老人ホーム さつまの里

○
利
用
目
的
を
明
示
す
る

適
正
な
取
扱
い
と
は
、
利
用

目
的
の
明
示
と
目
的
に
沿
っ
た

利
用
を
す
る
こ
と
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
、
利
用
目
的
と
し
て
明
示
し
て

い
る
範
囲
内
で
の
利
用
が
原
則
と
な
り
、
そ

れ
以
外
の
目
的
で
利
用
し
た
い
と
き
に
は
改

め
て
目
的
を
本
人
に
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
際
注
意
し
た
い
こ
と
と
し
て
、

個
人
情
報
の
提
供
は
強
制
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。「
個
人
情
報
の
提
供
は
任
意
で
す

が
、
提
供
い
た
だ
け
な
い
場
合
、
業
務
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
」
等
の
注

意
書
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
本
人
か
ら
利

用
の
停
止
等
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ

れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
安
全
管
理
措
置
を
す
る

「
組
織
的
安
全
管
理
措
置
」「
物
的
安
全
管

理
措
置
」「
人
的
安
全
管
理
措
置
」
の
3
つ
に

区
分
さ
れ
ま
す
。

「
組
織
的
安
全
管
理
措
置
」
と
は
、
組
織
と

し
て
体
制
の
明
確
化
や
規
定
等
の
整
備
を
行

う
こ
と
で
す
。
責
任
者
や
取
扱
い
担
当
者
等

の
役
割
と
責
任
を
規
定
等
で
明
確
に
す
る
、

個
人
情
報
の
種
類
を
特
定
し
保
管
方
法
決
め

る
、
管
理
体
制
の
定
期
的
な
見
直
し
と
改
善

を
実
施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

「
物
的
安
全
管
理
措
置
」
と
は
、
個
人
情
報

を
取
り
扱
う
作
業
区
域
や
記
録
媒
体
の
管
理

の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
訪
問
者
を
ネ
ー
ム

カ
ー
ド
等
に
よ
り
識
別
す
る
、
個
人
情
報
が
記

載
さ
れ
た
書
類
の
施
錠
管
理
を
す
る
、
盗
難

防
止
策
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ワ
イ
ヤ
ー
を
取
り
付
け
る
こ
と
な
ど
が
対
応

と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
人
的
安
全
管
理
措
置
」
と
は
、
従
業
員
と

個
人
情
報
に
関
す
る
非
開
示
契
約
を
締
結
し

た
り
、
従
業
者
へ
の
教
育
を
実
施
し
た
り
す

る
こ
と
で
す
。

○
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
た
取
り
扱
い
を

個
人
情
報
保
護
と
い
っ
て
も
業
務
に
支
障

を
き
た
す
ほ
ど
過
剰
に
取
り
扱
う
必
要
は
な

く
、
各
省
庁
か
ら
出
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
に
従
っ
て
適
正
に
取
り
扱
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
厚
生
労
働
省
か
ら
「
医
療
・
介
護
事

業
者
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
出
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
推
進
協
事
務
局
）

よ
く
わ
か
る
個
人
情
報

現在、「天空の杜」では電解次亜水を用いた感染症対応の
取組が進行中です。
ご存知のとおり利用する資機材にはアルコール系や塩素
系などがあり、細菌やウイルスによって使う資機材も異な
るため、複数の薬剤の在庫、発注、利用方法などが複雑で、
管理する介護職員さんの負担も増す傾向にありました。
業者さんのご紹介で次亜水生成機とその利用方法の説明
をうけました。排泄等の臭い対応も含め有効で、ノロウイ
ルスやインフルエンザなどにも対応可能で且つ安全性も高

「梅光園」では昨年6月から、毎週火曜 10～ 15時、1
階フロアを地域に開放し、地域の方の交流を目的として、
校区社協さん主催、施設共催でふれあいカフェを開催して
います。毎回30～ 50名の方にお越しいただき好評を得
ています。
ふれあいカフェでは、社協のボランティアの方が自主的
に会場設営と受付を担当し、施設職員は全職種で、介護相
談、遊びりテーション、介護予防教室、ランチ提供のサポー
トを行っています。

社会福祉法人  天寿会
特養・梅光園
（福岡県）

施設長：野方 美香

社会福祉法人  久住会
特養・天空の杜

（福岡県）
施設長：藤村 二朗

消臭・
除菌対

策とし
て

電解次
亜水を

試用
地域社

会貢献

ふれあ
いカフ

ェ

後
編

取
扱
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

清水道徳施設長

いとのご案内をいただきました。安全性が高いだけでなく、利用の仕方がシンプルで大量
に利用してもコストは概ね一定だそうです。
感染症対応力が強化され、且つ、職員の業務も効率化でき、さらにコストも下がり、そ
の浮いたコスト分を更に感染症対応の予算として別に振り向ける様な取り組みを進めたい
と考えております。取組途中ですが、より良い成果が上がれば報告いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（施設長：藤村二朗）

リピーターの方、初めて見える方、サークル活動の帰りに立ち寄られるグループの他、夏
休みには学生さんも参加されるなど様々な方にご利用いただいています。
いらした方は、遊びりテーションで体をほぐし、頭の体操や、介護予防教室など、その日
のプログラムを楽しまれた後、歌が好きな方達が自然とアカペラで合唱されたり、談笑した
りして過ごされます。また、一階喫茶はなみずきのマスター（元スペイン料理店主）が提供
する300円ランチも人気。好きな時間に来て、好きな時間に帰宅できる自由参加形式が好評
の要因だと感じます（施設長：野方美香）

施設全景

さつまつりの看板職員によるソーラン節

国技館へ相撲観戦

1 倍～ 4 倍希釈

ふれあいカフェを昨年 6 月にオープン

談笑して過ごすひととき

遊びりテーションで体をほぐして

トイレ・居室の消臭
机、椅子、ベット、居室などの除菌
リビング・ダイニングのインフルエンザ対応
居室の消毒（居室の除菌）
口腔ケアや入れ歯洗浄、うがいなど
冷蔵庫・まな板の除菌
残りは掃除で使用

人気の 300 円ランチ
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【
今
月
の
相
談
内
容
】

当
法
人
で
は
、
就
業
規

則
を
事
務
長
の
机
の
引
き

出
し
に
収
納
し
て
い
ま

す
が
、
最
近
、
入
社
を

し
た
職
員
か
ら
そ
れ
は

お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
を
受
け
ま
し
た
。
職
員
に
知
ら
れ
た
く
な

い
こ
と
も
多
い
た
め
、
で
き
れ
ば
見
せ
た
く

な
い
の
で
す
が
、
問
題
が
あ
り
ま
す
か
？

【
回
答
】

問
題
が
あ
り
ま
す
。
就
業
規
則
に
つ
い
て

は
、
労
働
基
準
法
に
よ
っ
て
周
知
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
お
り
、
職
員
へ
の
未
周
知
は
、
就

業
規
則
自
体
の
有
効
性
を
失
わ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
容
易
に

情
報
が
入
る
時
代
で
も
あ
り
、
明
確
な
ル
ー

ル
と
し
て
周
知
し
、
運
用
す
る
こ
と
が
組
織

風
土
面
に
お
い
て
も
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

就
業
規
則
は
単
に
職
員
の
権
利
や
義
務
等

の
み
を
明
確
化
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
裁
判
で
有
名
な
フ
ジ
興
産
事
件
（
最

高
裁
・
平
成
15
年
10
月
10
日
判
決
）
で
は
『
使

用
者
が
労
働
者
を
懲
戒
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
就
業
規
則
に
お
い
て
懲
戒
の
種

類
と
そ
の
事
由
を
定
め
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
、
就
業
規
則
が
法
的
規
範
と

し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
し
て
拘
束
力

を
生
ず
る
た
め
に
は
、
そ
の
内
容
を
適
用
を

受
け
る
事
業
所
の
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
手

続
き
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
』
と
判
示
し
て
い
ま
す
。

就
業
規
則
を
周
知
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

懲
戒
事
由
等
が
発
生
し
た
際
に
そ
の
有
効
性

が
問
わ
れ
る
リ
ス
ク
を
抱
え
ま
す
。

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
第

1
0
6
条
等
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
方

法
を
採
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
．
常
時
各
作
業
場
の
見
や
す
い
場
所
へ

掲
示
し
、
又
は
備
え
付
け
る
こ
と

２
．
書
面
を
交
付
す
る
こ
と

３
．
磁
気
テ
ー
プ
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の

他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
物
に
記
録
し
、
か
つ
、

各
作
業
場
に
労
働
者
が
当
該
記
録
の
内
容
を

常
時
確
認
で
き
る
機
器
を
設
置
す
る
こ
と

こ
の
よ
う
に
就
業
規
則
を
周
知
す
る
こ
と

は
、
働
き
や
す
い
職
場
作
り
の
第
一
歩
に
も

な
る
の
で
す
。

（
監
事
・
社
会
保
険
労
務
士
栗
田
淳
二
）

厚
生
労
働
省
や
介
護
関
係
団
体
な
ど
の
動
向
を

ま
と
め
ま
し
た
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
介
護
施
設
か
ら
の
紹
介
を
禁
止（
11
月
2
日
）

柔
道
整
復
師
な
ど
が
介
護
施
設
に
金
品
な
ど
を

渡
し
て
患
者
の
紹
介
を
受
け
て
い
る
問
題
で
、
厚

労
省
は
禁
止
す
る
規
定
を
設
け
る
考
え
を
明
ら
か

に
し
た
。

■
基
本
報
酬
引
き
上
げ
を
要
望（
11
月
４
日
）

　
首
都
圏
の
９
都
県
市
首
脳
会
議

東
京
都
や
横
浜
市
な
ど
で
構
成
す
る
９
都
県
市

首
脳
会
議
は
、
塩
崎
厚
労
相
と
加
藤
一
億
総
活
躍

担
当
相
に
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
は
加
算
で
は
な

く
基
本
報
酬
の
引
き
上
げ
で
対
応
す
る
よ
う
要
望

し
た
。

■
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
を
支
援（
11
月
10
日
）

　
　
政
府
の
未
来
投
資
会
議

成
長
戦
略
を
策
定
す
る
政
府
の
未
来
投
資
会
議

は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
診
療
や
介
護
現
場
の
ロ
ボ
ッ
ト
活

用
を
促
す
た
め
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
で
評
価
す

る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

■
社
福
法
改
正
の
政
省
令
を
公
布（
11
月
11
日
）

　
　
30
億
円
以
上
に
会
計
監
査
人
義
務

厚
労
省
は
29
年
４
月
の
改
正
社
会
福
祉
法
の
施

行
に
関
す
る
政
省
令
を
公
布
し
た
。
収
益
30
億
円

以
上
ま
た
は
負
債
60
億
円
以
上
の
社
福
法
人
に
会

計
監
査
人
の
設
置
を
義
務
付
け
、
段
階
的
に
引
き

下
げ
る
。
ま
た
定
款
例
を
示
し
、
改
正
へ
の
対
応

を
促
し
て
い
る
。

■
未
経
験
者
は
初
任
研
修
の
約
半
分(

11
月
14
日)

　
　
介
護
職
の
養
成
で
厚
労
省
が
提
示

社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
の
第
７
回
福
祉
人

材
確
保
専
門
委
員
会
で
厚
労
省
は
①
介
護
福
祉
士

を
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
成
す
る
た
め
養
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
介
護
予
防
や
多
職
種
協
働
な
ど

の
研
修
を
拡
充
す
る
②
介
護
未
経
験
者
を
対
象
と

す
る
入
門
研
修
の
時
間
に
つ
い
て
「
初
任
者
研
修

１
３
０
時
間
の
半
分
程
度
」
と
す
る
案
を
示
し

た
。
委
員
か
ら
「
１
３
０
時
間
の
根
拠
が
明
確
で

は
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。
全
国
老
人
福
祉

施
設
協
議
会
は
同
介
護
施
設
の
介
護
職
員
が
行
え

る「
医
療
行
為
」に
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
投
与
や
浣
腸
、

褥
瘡
処
置
な
ど
を
加
え
る
よ
う
要
望
し
た
。

■
１
万
円
ア
ッ
プ　

定
昇
が
要
件（
11
月
16
日
）

　
　
「
新
加
算
」
創
設　
給
付
費
分
科
会

　
第
１
３
２
回
介
護
給
付
費
分
科
会
で
厚
労
省

は
現
行
の
処
遇
改
善
加
算
（
４
区
分
）
に
新
区
分

を
設
置
し
、
介
護
職
員
の
給
与
を
１
万
円
相
当
引

き
上
げ
る
案
を
示
し
た
。
要
件
は
経
験
・
資
格
・

評
価
の
い
ず
れ
か
に
対
応
す
る
定
昇
の
仕
組
み
を

設
け
る
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
要
件
Ⅲ
」
を
満
た
す
こ

と
。
ま
た
人
件
費
の
地
域
差
を
調
整
す
る
「
地
域

区
分
」
の
見
直
し
案
を
示
し
た
。
隣
接
す
る
市
町

村
と
の
地
域
差
の
解
消
が
狙
い
。
対
象
は
計
69
市

町
村
。

■
医
療
介
護
の
連
携
を
強
化
（
11
月
16
日
）

　
介
護
保
険
部
会

意
見
集
約
へ

第
68
回
介
護
保
険
部
会
は
「
在
宅
医
療
と
介
護

連
携
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
論
議
し
、
厚
労
省
が

提
示
し
た
①
国
が
連
携
の
方
法
な
ど
を
示
す
②
都

道
府
県
の
市
町
村
支
援
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
③

入
退
院
時
の
医
療
機
関
と
在
宅
介
護
に
つ
い
て
30

年
度
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
に
合
わ

せ
て
検
討
す
る
─
な
ど
を
了
承
し
た
。
次
回
か
ら

意
見
書
の
取
り
ま
と
め
を
論
議
す
る
。

■
外
国
人
技
能
実
習
に「
介
護
」追
加（
11
月
18
日
）

　
　
適
正
化
法
案
と
入
管
法
案
が
成
立

外
国
人
介
護
労
働
者
の
受
入
れ
拡
大
を
目
的
と

す
る
外
国
人
技
能
実
習
制
度
適
正
化
法
案
と
出
入

国
管
理
・
難
民
認
定
法
改
正
案
が
参
議
院
本
会
議

で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
た
。
劣
悪
な
処
遇
や
人
権

侵
害
、
不
法
滞
在
な
ど
を
防
ぐ
た
め
受
入
れ
管
理

団
体
や
企
業
に
対
す
る
指
導
・
監
督
を
強
化
す
る

一
方
、
受
入
れ
期
間
を
３
年
か
ら
５
年
に
延
長
。

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
す
れ
ば
、
継
続
し
て

就
労
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

■
軽
度
者
の
給
付
縮
小
を
建
議（
11
月
18
日
）

　
介
護
費
の
伸
び
抑
制

財
政
審

財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
は
財
政
健
全
化

の
た
め
①
要
介
護
度
に
応
じ
た
自
己
負
担
を
決
め

る
仕
組
み
に
見
直
し
、軽
度
者
（
要
介
護
２
以
下
）

へ
の
給
付
を
削
減
す
る
②
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
上
限
額
を
引
き
下
げ
る
③
福
祉
用
具
貸
与
の
対

象
を
絞
る
一
方
、
給
付
を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
④

介
護
納
付
金
に
総
報
酬
割
を
導
入
す
る
─
な
ど
と

す
る
建
議
書
（
意
見
書
）
を
麻
生
財
務
相
に
提
出

し
た
。

■
現
役
並
み
３
割
負
担
へ
（
11
月
26
日
）

　
意
見
書
の
素
案

介
護
保
険
部
会

厚
労
省
は
第
69
回
介
護
保
険
部
会
に
介
護
保
険

制
度
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
案
（
素
案
）
を

提
示
し
た
。
部
会
は
12
月
中
旬
ま
で
に
取
り
ま

と
め
る
。
▽
現
役
並
み
の
収
入
（
夫
婦
で
年
収

５
２
０
万
円
以
上
）
が
あ
る
高
齢
者
は
３
割
負
担

と
す
る
▽
第
４
段
階
の
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

上
限
額
を
３
万
７
２
０
０
円
か
ら
４
万
４
４
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
▽
介
護
納
付
金
を「
加
入
者
割
」

を
や
め
て
「
総
報
酬
割
」
を
段
階
的
に
導
入
す
る

▽
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
に
上
限
を
設
定
す
る
─
な

ど
。
生
活
支
援
の
市
町
村
事
業
化
や
介
護
実
績
に

対
す
る
財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
有
料
化
、
特
定
事
業
者
集
中
減
算
の
見
直

し
な
ど
は
見
送
ら
れ
る
見
通
し
。
ま
た
特
養
の
医

療
ニ
ー
ズ
や
看
取
り
の
対
応
や
通
所
リ
ハ
と
通
所

ケ
ア
の
役
割
分
担
な
ど
は
介
護
給
付
費
分
科
会
で

論
議
す
る
。

■
29
年
度
予
算
の
基
本
方
針
（
11
月
28
日
）

　
　
介
護
離
職
ゼ
ロ
予
算
化　
閣
議
決
定

政
府
は
27
年
度
予
算
案
編
成
の
基
本
方
針
を
閣

議
決
定
し
た
。
介
護
職
１
万
円
相
当
引
き
上
げ
の

財
源
を
計
上
し
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
３
の
矢「
介

護
離
職
ゼ
ロ
」
の
達
成
を
目
指
す
。

■
総
合
確
保
方
針
改
定
へ
（
11
月
28
日
）

第
10
回
医
療
介
護
総
合
確
保
促
進
会
議
は
方
針

見
直
し
の
整
理
案
を
協
議
し
、
次
回
会
合
で
取
り

ま
と
め
る
。
第
７
次
の
医
療
計
画
（
都
道
府
県
）

と
介
護
保
険
事
業
計
画
（
市
町
村
）
を
整
合
さ
せ

る
た
め
協
議
の
場
の
設
置
や
適
材
人
材
の
配
置
な

ど
を
新
方
針
に
盛
り
込
む
。

■
再
編
の
整
理
案
を
審
議
（
11
月
30
日
）

次
回
取
り
ま
と
め

療
養
病
特
別
部
会

第
６
回
療
養
病
床
の
在
り
方
等
に
関
す
る
特
別

部
会
が
開
か
れ
、
29
年
度
末
で
廃
止
さ
れ
る
介
護

療
養
型
病
床
の
受
け
皿
（
転
換
先
）
と
し
て
新
３

施
設（
医
療
内
包
型
２
タ
イ
プ
と
医
療
外
付
け
型
）

を
設
置
す
る
整
理
案
を
次
回
12
月
７
日
に
取
り
ま

と
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
転
換
期
限
３
年
。
介
護

報
酬
や
配
置
基
準
な
ど
は
介
護
費
給
付
費
部
会
で

審
議
す
る
。

（４）

◎
就
業
規
則　

ど
こ
に
置
く
？

11
月
１
日
～
11
月
30
日

【
用
語
解
説
】

認
知
症
の
日
常
生
活
自
立
度

電
解
次
亜
水

認
知
症
の
方
に
か
か
る
介
護
の
度

合
い
、
大
変
さ
を
レ
ベ
ル
ご
と
に
分
類

し
た
も
の
で
、「
自
立
・
Ⅰ
・
Ⅱ
a
・

Ⅱ
b
・
Ⅲ
a
・
Ⅲ
b
・
Ⅳ
・
M
」
の

８
段
階
が
あ
り
、Ⅰ
に
近
い
方
が
軽
く
、

Ⅳ
に
近
く
な
る
ほ
ど
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
状
態
が
重
く
な
る
。
M
レ

ベ
ル
は
、
著
し
い
精
神
症
状
や
周
辺
症

状
あ
る
い
は
重
篤
な
身
体
疾
患
が
見
ら

れ
、
専
門
医
療
を
必
要
と
す
る
状
態
を

指
す
。
認
知
症
高
齢
者
の
介
護
認
定
の

指
標
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

食
塩
水
を
電
気
分
解
す
る
こ
と
に

よ
り
生
成
さ
れ
る
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
殺

菌
水
で
、
調
理
器
具
の
除
菌
や
食
材
の

除
菌
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
厚
労
省
に

よ
っ
て
食
品
添
加
物
の
次
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
と
同
等
の
除
菌
効
果
と
安
全

性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
食
中
毒
や
感

染
症
の
防
止
な
ど
保
健
衛
生
の
観
点
か

ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
、
学

校
の
厨
房
の
ほ
か
、
食
品
工
場
や
清
掃

現
場
な
ど
で
も
使
わ
れ
て
い
る

今
後
の
予
定

□
個
別
ケ
ア
研
修

福
岡
：
1
月
17
日
（
火
）

名
古
屋
：
１
月
24
日
（
火
）

□
第
３
期
リ
ー
ダ
ー
研
修

東
京
：
１
月
10
日
（
火
）
～
12
日
（
木
）

福
岡
：
１
月
18
日
（
水
）
～
20
日
（
金
）

名
古
屋
：
１
月
25
日
（
水
）
～
27
日
（
金
）

□
第
３
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

東
京
：
２
月
15
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

職
員
の
健
康
を
考
え
る

『
健
康
経
営
』
と
い
う

言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？
経
済
産
業
省
に

よ
る
と
「
従
業
員
の
健

康
保
持
・
増
進
の
取
組

が
、
将
来
的
に
収
益
性
等
を
高
め
る
投
資
で
あ

る
と
の
考
え
の
下
、
健
康
管
理
を
経
営
的
視
点

か
ら
考
え
、
戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
企
業
が
従
業
員

の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
と
ら
え
、
戦

略
的
に
取
り
組
む
事
は
、
従
業
員
の
活
⼒
向
上

や
⽣
産
性
の
向
上
等
、
組
織
の
活
性
化
を
も
た

ら
し
、
結
果
的
に
業
績
向
上
や
株
価
向
上
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
、
国
⺠
の
Q
O
L
の
向

上
や
国
⺠
医
療
費
の
適
正
化
な
ど
、
社
会
課
題

の
解
決
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
、『
健
康
経
営
』
は
国
や
地
方
自
治
体
か

「
健
康
経
営
」
に
つ
い
て

″
健
康
に
投
資
す
る
〟
と
い
う
視
点

ら
強
く
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
認
証
制
度
を
と
り

入
れ
て
い
る
団
体
も
全
国
的
に
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
肥
満
の
従
業
員
が
減
っ
た
、

喫
煙
者
が
減
っ
た
、
特
定
の
病
気
で
通
院
や
治

療
し
て
い
る
人
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
、
健

康
情
報
の
提
供
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
、
健

康
増
進
関
連
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
掲
示
し
て
い

る
、
体
操
や
運
動
に
関
す
る
取
組
を
行
っ
て
い

る
、
社
員
食
堂
や
弁
当
等
で
従
業
員
が
食
事
を

と
る
た
め
の
工
夫
を
し
て
い
る
な
ど
|
が
評

価
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

私
た
ち
の
よ
う
に
、
ご
利
用
者
様
の
健
康
を

管
理
す
る
業
種
と
し
て
は
、
大
変
興
味
深
い
分

野
で
あ
り
、
病
欠
や
離
職
等
を
防
ぐ
た
め
に
も

大
変
有
意
義
な
考
え
方
で
す
。

皆
様
の
施
設
や
周
辺
地
域
で
も
『
健
康
経
営
』

を
意
識
し
た
様
々
な
取
組
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
従
業
員
の
健
康
状
況
を
管
理
し
、
“
健
康

に
投
資
す
る
”
と
い
う
視
点
で
も
う
一
度
経

営
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
社
会
福
祉
法
人　

兼
愛
会

統
括
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
担
当

鳥
澤
清
人
）

第 3回ユニットケア施設管理者研修
（2/15 ～ 17 東京）

お申込みはWebで

suishinkyo.net

ズ
バ
リ
回
答
！

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
の
さ
ら
な
る
質
の
向
上
を

就
業
規
則


